
育英小学校 釘本隆洋

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 3
(1) Ｂ 11 Ｂ 2

Ｃ 0 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 2
(1) Ｂ 11 Ｂ 3

Ｃ 0 Ｃ

Ｄ 1 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 4
(2) Ｂ 10 Ｂ

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 10 Ａ 3
(2) Ｂ 6 Ｂ 2

Ｃ 1 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 1
(3) Ｂ 10 Ｂ 4

Ｃ 2 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 3
(4) Ｂ 9 Ｂ 2

Ｃ 0 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 4
(5) Ｂ 12 Ｂ 1

Ｃ 1 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 3
(5) Ｂ 9 Ｂ 2

Ｃ 0 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 4
(7) Ｂ 13 Ｂ 1

Ｃ 0 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 3
(7) Ｂ 11 Ｂ 2

Ｃ 0 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

・地域の方々の協力支援が厚く、そ
の関わりによって地域も元気でいら
れるように感じます。
・安全確保のため登下校指導や田ん
ぼを使っての「命について考えよ

う」等、大変努力している。
3.4 3.6

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

3.2 3.8

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

3.5 3.6

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑に囲
まれている。

・毎月１回安全点検が行わ
れトイレも職員室もきれい
に整備されてる。
・四季折々の花がきれいに
咲いている。手入れもなさ
れ努力されている。

3.2 3.8

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

3.5 3.6

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意を払っ
ている。

・登下校時、民生児童
委員・青パト隊が見
守っている。

3.2 3.2

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

学期末、落書きや児童間のト
ラブルが多く見られた。今
後、児童の状態を把握して，
指導を含め見守り、再発防止
に全職員で取り組んでいきた
い。

3.5 3.6

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
を送っている。

・参観の際、子供たちが自
由に発言する姿が印象的で
した。
・授業参観で子供たちの真
剣な姿を見ることができ
た。

3.4 3.6

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

・読書冊数、校庭周回
など数値化してあり児
童も目標達成のために
努力しやすいと思う。3.2 3.4

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

・日々の学校だよりで校長先
生の強い思いが感じられる。
・コロナによる行動制限のた
め
・学校行事が地域にもスマホ
で情報発信されるのでよい。

3.4 3.6
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学校名 校長名

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)



学　　校　　名

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ
(6) Ｂ 12 Ｂ 5

Ｃ 1 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ
(6) Ｂ 11 Ｂ 5

Ｃ 2 Ｃ
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ
(6) Ｂ 14 Ｂ 3

Ｃ 1 Ｃ 2
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 1
(2) Ｂ 8 Ｂ 2

Ｃ 8 Ｃ 2
Ｄ 0 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ
(8) Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ

＜学校関係者評価結果及び委員の意見等をふまえた次年度の改善点と対応策＞

↑A=4点、B=3
点、C=2点、D=
１点として、学
校教職員の評価
を平均（小数第
１位まで）

↑A=4点、B=3点、
C=2点、D=１点とし
て、学校関係者評
価委員の評価を平
均（小数第１位ま
で）

・　算数の学年や単元に応じてTT指導や習熟度別指導法を取り入れる。
・　あいさつについては、学校でも引き続き指導を進めるとともに、家庭の中や地域でもあいさ
　つができるように保護者、地域、少年団等に伝えていく。また、地域の方を知ってもらう機会
　を増やしていきたい。

15
#DIV/0! #DIV/0!

14

  子供たちは、
学校や地域で進
んであいさつを
している。

学校へ伺った際、子供たちの
元気なあいさつが気持ちよ
かった。一方、校外では、こ
ちらから声をかけると返して
くれるというように感じられ
ます。

2.6 3

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

ALTと担任がよく理解
し合い楽しそうな授業
が展開されていた。

3.1 2.6

12

　薩摩川内元気
塾は、子供たち
に夢や元気を与
えてくれてい
る。

3.1 3.0

11

　小中一貫教育
は、積極的に実践
され、子供たちの
姿として現れてい
る。

3.2 3.0
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番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)
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